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Excel 演習でタグチメソッドの考え方と手順を体得できる
□今後メーカーにとってパラメータ設計は必須
　今後のメーカーの利益確保の手段として，タグチメソッド，中でもパラ
メータ設計は必須になりつつあります．企業体質の改革や改善には，安
くて良い品質のモノを効率的に開発できるパラメータ設計が有効であ
るからです．そのためには，人材育成も重要な経営課題です．

□初めて学ぶ方にわかりやすく解説
　本書は，そのパラメータ設計に絞り，初めて使う技術者を対象に解説
しています．最初に，タグチメソッドの概要，パラメータ設計の位置づけ，
パラメータ設計における重要な考え方，具体的な流れを説明することで，
理解しやすいように配慮しています．

□実務にすぐに使える
　最後には，開発における活用方法，購入部品の評価，等，実務にすぐ
に使える流れを解説しています．

□豊富な演習問題
　本書は，各説明に対応したわかりやすい図表と，実務適用した実施例
を演習問題にすることで，より理解を深めることが可能です．演習問題に
ついては，エクセルファイルをダウンロードできるようにすることで，さら
に理解を増す工夫をしています．(日科技連出版社ホームページ)

□技術者の脳を快く刺激
　使われている数式の簡単な解説も織り込み，技術者の脳を快く刺激
します．

第1章　パラメータ設計とは
　　　1-1　品質工学とは
　　　1-2　パラメータ設計とは
　　　1-3　技術的アプローチと科学的アプローチ
第2章　パラメータ設計の考え方
　　　2-1　なぜ機能を考えるのか
　　　2-2　機能の定義の仕方
　　　2-3　技術のあるべき姿に近づける仕事の方向性
　　　2-4　ロバストデザイン(Robust Design)
　　　2-5　パラメータ設計の実験のイメージ
　　　2-6　技術の評価方法：SN比と感度
第3章　パラメータ設計に必要な知識
　　　3-1　直交表とは
　　　3-2　パラメータ設計における直交表を使う意味
　　　3-3　直交表の種類とお勧めの直交表
　　　3-4　語差因子の割り付け方と調合誤差因子
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　　　3-8　各記号の意味

第4章　動特性のパラメータ設計の手順
　　　4-1　パラメータ設計の全体の手順
　　　4-2　補助表の作成
　　　4-3　要因効果図の作成
　　　4-4　最適条件と比較条件(現状条件)の決定＜2段階設計法＞
　　　4-5　工程平均の推定
　　　4-6　利得の推定
　　　4-7　確認実験の実施
第5章　動特性のパラメータ設計【演習問題】
　　　例題5.1　微粒子表面物質の定量技術Ⅰ　感度が無視できる場合
　　　例題5.2　微粒子表面物質の定量技術Ⅱ　感度を目標に合わせる場合
　　　例題5.3　切削加工技術の生産効率改善　感度を小さくする場合
第6章　静特性のパラメータ設計
　　　6-1　静特性とは
　　　6-2　静特性の評価特性
　　　6-3　2段階設計法
　　　6-4　静特性のSN比，感度
　　　6-5　静特性の実験のイメージ
　　　6-6　静特性のパラメータ設計の手順
　　　6-7　2段階設計法による最適条件の決め方

　　　例題6.1　中型液晶パネル用バックライトの放熱設計
　　　　　　　　　一般の望目特性の場合
　　　例題6.2　薄型液晶パネルの切断技術　望小特性の場合
　　　例題6.3　圧力センサの設計　ゼロ目標の望目特性の場合
第7章　開発におけるパラメータ設計
　　　7-1　うまく開発するための考え方
　　　7-2　2段階設計法の有効活用の考え方
　　　7-3　標準SN比
　　　7-4　2段階設計法の有効活用の実際の進め方
　　　7-5　ロバスト設計の進め方
　　　7-6　チューニング設計の進め方
　　　例題7.1　電子写真システムにおける印字面レーザー照射量の安定化
第8章　機能性評価
　　　8-1　機能性評価とは
　　　8-2　機能性評価の進め方
　　　8-3　機能性評価のアウトプット
　　　例題8.1　DCモータの機能性評価
付録　A-1　ダミー法，多水準作成法
　　　A-2　再現性のない場合の対処
　　　A-3　機能窓法
　　　A-4　直交表
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